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恵那山と木曽駒ケ岳へ  雨と霧のなかを歩く 

７月 21 日～22 日二上山早朝登山組有志で長野県の恵那山と木曾駒ケ岳(いずれも

100 名山)に登った。一日目の記録担当は吉川さん。本人の了解を得てここに掲載させ

ていただいた。参加者 松尾、河島、澤木、松下、新井、成田、間、吉川 

《一日目》 

5:00 河島さん、松下さんの車に分乗して、山麓線二上神社口を出発。今にも降り出し 

そうな雲行き。・・・どうか降らないでほしい。 

7:00 御在所 S.A で休憩。 

8:30 東海環状自動車道から中央道に入り、恵那 SA で休憩。とうとう雨が降り出して

きた。 下 ヤマホタルブクロ 

 

                 

9:20 予定より 20 分遅れて恵那山

広河原駐車場に到着。雨がいよい

よ本降りになってきた。え～っ！

最初からこんな雨の中を歩くのい

やだなあ～と思いながら、それぞ

れ雨具を身につけて登山口に向け

て出発。林道脇には、淡いピンク

のヤマホタルブクロやヤマブキシ

ョウマ、ヒヨドリソウ、キツリフ

ネなどがひっそりと咲いて出迎え

てくれる

10:00 広河原登山口着。滑らないよう気をつけながら、流れを渡ると山腹の急登が始ま

る。先日は大雪山系で悲しい遭難事故があったばかり。気を引きしめて一歩ずつ

足を進めて行く。 

    背丈ほどの笹原をぬけると、ゴゼンタチバナやイチヤクソウ、ギンリョウソウ

が目を楽しませてくれる。 

12:00 すれ違う人もなく、ガスで眺望はきかないし、だ

んだんと足取りも重くなって来たころ、センジュ

ガンピのやさしい花に出会ってほっと心が和まさ

れる。又元気が出てきた。 

13:20 頂上。雨はなかなか止んでくれず、じっとしてい

ると寒いので急いでお弁当を食べて下山する。 

15:30 ぬかるみで足を取られそうになりながら、やっと      上 センジュガンピ 



長い下りが終わり、河原でどろんこになった靴を

洗う。登り切った達成感で足取りも軽く駐車場へ。   

16:00 そこで松下さんが家から持って来て下さったスイ

カとトマトを皆で頂く。みずみずしくて何と美味

しかったこと！ご馳走さまでした。  

17:50 今夜の宿すずらん荘に到着。            上キツリフネ 

   あいにくの天気だったけれど、皆なと一緒に行けて心と体が健康になった山旅で

した。有難うございました。       (吉川 記) 

 

《二日目》 

6:00 起床。フロントで受け取ったおにぎりを食べ、6:45 出立。 

7:12 始発バスに乗車。切符売場窓口で「上は風と霧で眺望がきかない」と聞くが、と

もかく行ってみることにしよう。バスとロープウェイを乗り継いで到着した千畳敷

カールは海抜 2600ｍ。風は冷たく、霧も濃いが危険な状況ではなく、雨合羽をつ

けて 

8：20登山開始。雪渓を注意深く歩いてクロユリ、ハクサンイチゲ、シナノキンバイ、

キバナノコマノツメ、ショウジョウバカマ、コイワカガミなどの花を楽しみつつ 

9：15乗越浄土。霧のため近くにある宝剣山荘も見えない。道を間違えて一時間ロスし

たというカップルに出会い、共に頂上を目指す。コマクサがわずかに花を見せてい

る。他の植物が生きて行けそうに無い砂礫地で懸命に生きる駒草、厳しい土地に生

きるために根は深く地中に伸び、葉はパセリに似て細かく裂け、霧からも水分を摂

ると言う。一つ一つの株、一つ一つの花に声援と謝辞を送りたい。 

9：40中岳（2925ｍ）仲間たちはいずれも元気。どうやら高山病の心配は無さそう。大

小の石、岩がゴロゴロした傾斜をゆっくり登るが、路傍にはツガザクラ、アオノツ

ガザクラ、オヤマノエンドウ、ミヤマシオガマ、ミネズオウ、イワヒゲ、チングル

マ、ヒメウスユキソウ、ハクサンシャクナゲなどが可愛い花を見せてくれる。 

10：20木曽駒ケ岳頂上（2956ｍ） 登頂した 6人中 4人が初めて。展望が開けないの

が残念だが、互いの頑張りを讃えあって記念写真。 

  帰路は中岳の西側を巻くルートを通る。霧が懸崖を隠してはいるが、ハラハラ、

ドキドキする箇所がある。仲間たちはここも難なく通り抜けている。高所恐怖症の

人もいないようだ。イワウメが白い花をパッチリ開いて見上げてくれる。 

  千畳敷カールを見下ろす所で、急に霧が晴れてきた。カール全体の広がりが一望

され、隠れていた宝剣岳の鋭い岩峰がのしかかるように現れた。 

切り立つ岩壁、そこを這い登るハイマツとダケカンバの新緑、斜面を埋め尽くす

お花畑、鈍く光る池と残雪、そして遠くには濃淡織り成す緑の山稜、これこそがこ

の千畳敷の景観なのだ。見惚れながらカールを下り、下りきった池のそばに全員集



合して昼食。最後だけでも晴れてよかった。 

麓の温泉で全身をほぐし、中央自動車道から東海環状、伊勢湾岸、名阪の各自動

車道を走り抜けて 19時前に葛城市内にて解散。 

長時間の運転を引き受けてくださった方々、有難うございました。そして参加者

全員の頑張りに敬意を表します。            （松尾 記） 

①下 オヤマノエンドウ   ②下 ミヤマシオガマ   ③下アオノツガザクラ

  

④下 ツガザクラ       

 

 ⑦下 ハクサンイチゲ 

 

⑩下 イワヒゲ 

 

 花の写真がピンボケです

みません。 

⑤下 ミネズオウ   ⑥下 コイワカガミ 

  

⑧下 タマアジサイ（恵那）  ⑨下 ゴゼンタチバナ 

  

⑪下キバナノコマノツメ  ⑫ コケモモ 

    

⑧のタマアジサイ以外は木曽駒ケ岳に咲いていた花です。 

                以上 99 号 


